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Abstract：The present study aims to clarify the efects of faculty of education students’ views of children on 
participation in Saturday classes at elementary school by a questionnaire survey to 133 university students and 
graduate students in the faculty of education. As a result of the survey by questionnaire, students estimated 
positively that the lessons they planned promoted children’s interest, knowledge/skils, and 
thinking/judgment/expression. The students’ views of children before participation in Saturday classes changed 
after participating. Moreover, it became clear that male students who participated have a greater impression of 
egocentricity with respect to children than female students. It seems that the impressions of children, which 
changed by coming into contact with then, are related to humanity as a quality of a teacher.
Keywords：Saturday classes at elementary school, Views of children, Active learning
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　質問紙調査の分析は，IBM SPSS Statistics ２３を用いて
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　この結果をカテゴリ化して２値データ（０１型表）に出
力し，土曜日授業参加前と参加後毎に，性別（男・女）
別，土曜授業別（参加・不参加）のクロス集計を行った。
　最も出現数が多かった言葉は，「子どもの気持ち」が
１３３名中５６名で４２.１％であった。例えば，「子どもの気
持ちになって，寄り添いながら接していきたい」「子ども
の気持ちをしっかり考えて，子ども目線で接してあげた
い」などが自由記述にみられた。
　次に多かったのは「しっかり・きっちり」の３９名
（２９.３％）で「やってはいけないことを行った場合，しっ
かりと注意し，物事の分別がつけられるように接する」
「自主性に任せつつも，しっかりと見守りたい」「褒める
ときはきっちり褒めてあげて，叱るときはしっかり叱っ
て，けじめをつけさせたい」「子どもがそのときに覚える
であろう違和感について理由をきっちり説明したい。」な
ど「しっかり」「きっちり」という副詞を用いた表現が目
立った。
　「受容・尊重」は３２名（２４.１％）で「それぞれがあり
のままでいられるように，その子を受け入れたい」「とに
かく受け入れることを大切にする」や「子どもとして接
するのではなく，大人として意見を尊重してあげる」「子
どもを尊重して優しく接したい」などの意見が含まれる。
　「興味関心・好奇心」は３１名（２３.３％）で「興味や関
心をもてていないことでも楽しく取り組んでもらえるよ
うに接したい」「様々なことに興味をもち，幅広く物事を
知ってもらい，意欲的にチャレンジしてほしい」などの
意見がこのカテゴリに含まれる。
　「距離感」も３１名で「ほどよい距離感を保って，自分
たちで考えた行動をとることを促し，適度な助言を加え
るように接したい」「適度な距離感を保ちながら接した
い」「ある程度の距離感を保ちながら，時には厳しくもあ
り，優しくもありで接していきたい」など距離感を保つ
という表現が多くみられた。「目線」も３１名で「子ども
の目線に立って，教えるとともに一緒に学びたい」「子ど
もの目線に立ち，笑顔で接する」「子どもたちに対して，
上から目線で接するのではなく，同じ目線に立ち，話や
考えをよく聞いて接したい」「同じ目線で物事を考えるよ
うに接したい」と，子どもの目線，同じ目線という言葉
として使われていた。このように距離感も目線も身体的
なかかわりに関する言葉である。
　「叱る・注意」は３０名（２２.６％）で「褒めるときはきっ
ちり褒めてあげて，叱るときはしっかり叱って，けじめ
をつけさせたい。」「メリハリをきちんとした生活を送ら
せるためにもだらけているときは，きちんと注意する」
「子どもを主体的に活動させ，行き過ぎた行為があれば注
意したい」などが自由記述にみられた。
　「一人一人・個性」も３０名で「一人一人の性格に合わ
せて接したい」「一人の人として接したい」「個人個人の
個性を早く理解してあげて，その子どもに合った対応を
してあげたい」などが含まれる。
　その他，「自主・主体性」２８名（２１.１％），「説明・助
言」「優しく・褒める」２５名（１８.８％），「子ども扱いし
ない」２２名（１６.５％），「コミュニケーション・対話」２０
名（１５.０％），「明るく・笑顔」「メリハリ」１８名（１３.５％），
「サポート・対応」１７名（１２.８％），「大切に」１６名（１２.０％），
「一緒に」１４名（１０.５％），「遊び」が１０名（７.５％）で
あった。
　これらのカテゴリには重複がみられる。例えば，「しっ
かり・きっちり」のカテゴリは「叱る・注意」１５名，「叱
る・注意」は「優しく・褒める」９名，「メリハリ」１３
名と共起している言葉である。つまり，優しくしたり褒
めたりするが，しっかり・きっちりと叱ったり注意した
りするというメリハリが大切であると考えている教師像
が浮かび上がる。また「しっかり・きっちり」は「子ど
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もの気持ち」とも１３名，「子どもの気持ち」は「一人一
人・個性」８名，「受容・尊重」「コミュニケーション・
対話」６名，「興味関心・好奇心」「子ども扱いしない」
「説明・助言」５名と共起していた。
　フィッシャーの正確確率検定を行ったところ，土曜日
授業参加前において「子どもの気持ち」「子ども扱いしな
い」に男女差がみられた（いずれもp＜.０１）。すなわち，
男子学生よりも女子学生のほうが「子どもの気持ち」「子
ども扱いしない」という言葉を多く使っていた。
　土曜日授業参加後においては「距離感」「一緒に」に男
女差がみられた（いずれもp＜.０５）。すなわち，女子学
生よりも男子学生のほうが「距離感」「一緒に」という身
体的・物理的言葉を多く使用していた。また土曜日授業
参加の有無によって「説明・助言」「子ども扱いしない」
に違いがみられた（いずれもp＜.０５）。すなわち，土曜
日授業に参加した者よりも参加しなかった者がこれらの
言葉を使用する頻度が高いことが示された。
Ⅴ．まとめ
　本研究の目的は，大学生及び大学院生を対象に質問紙
調査をすることによって，土曜日授業への参加と子ども
観との関係を明らかにすることであった。学生たちは各
班約１０名で協力しながら，土曜日授業で約６０分間の英
語学習の授業を計画し，授業時間外も教材を準備して指
導に当たった。中央教育審議会答申（２０１５）では，「「チー
ム学校」の考えの下，多様な専門性を持つ人材と効果的
に連携・分担し，組織的・協働的に諸課題の解決に取り
組む力の醸成が必要である」とある。したがって，こう
したチームで役割分担を担い，協力しながら活動を進め
ていくという体験は，教育養成段階としても重要だろう。
　学生たちは，自分たちが企画した英語学習の活動は，
子どもの「興味関心」「知識・技能」「思考・判断・表現」
を促していたと肯定的に評価していた。大学生たちが現
場に出て教員をする頃には，英語教育は必修化，教科化
されることになっている。またアクティブ・ラーニング
において「思考・判断・表現」はいっそう重要な観点に
なる。中央教育審議会答申（２０１５）には，「課題の発見・
解決に向けた主体的・協働的な学び（アクティブ・ラー
ニング）の視点に立った指導・学習環境の設計やICTを
活用した指導など，様々な学習を展開する上で必要な指
導力を身に付けることが必要である」とある。そうした
意味でも，初年次の実習として今後の教職課程の学修や
教育実習等に繋がる機会になったのではないかと思われ
る。
　土曜日授業参加前より後のほうが「意欲的」「あたたか
い」と感じるなど子どものイメージに変化がみられた。
子どものイメージは＜明るさ元気さ＞と＜扱いにくさ＞
の２次元で捉えられた。＜明るさ元気さ＞には土曜日授
業参加前の現在の子どもとの関わりの経験，＜扱いにく
さ＞には性差がみられた。土曜日授業参加後は，土曜日
授業に参加した男子学生が子どもに＜扱いにくさ＞のイ
メージをもつ傾向がみられた。
　子どもにどのように接したいかという自由記述では，
「子どもの気持ち」「しっかり・きっちり」「受容・尊重」
「興味関心・好奇心」「距離感」「目線」「叱る・注意」「一
人一人・個性」の出現頻度が高かった。土曜日授業参加
前においては，男子学生よりも女子学生のほうが「子ど
もの気持ち」「子ども扱いしない」の言葉を多く使ってい
た。土曜日授業参加後においては，女子学生よりも男子
学生のほうが「距離感」「一緒に」の言葉を使用する頻度
が高かった。土曜日授業に参加した者よりも参加しな
かった者が「説明・助言」「子ども扱いしない」という言
葉を使用する頻度が高かった。
　土曜日授業に参加した男子学生は子どもに＜扱いにく
さ＞のイメージをもつ可能性があるという結果は単純に
ネガティブな影響だといえないかもしれない。土曜日授
業に参加した学生たちは，子どもたちとの「対話」を意
識したものが９割いた。土曜日授業参加後に男子学生は
「距離感」「一緒に」の言葉を使用する頻度が高かった。
子どもたちとの直接的な触れ合いや「対話」によって，
ありのままの子どもの姿に気づいた結果だといえるので
はないだろうか。それは実際に子どもと関わる経験に
よってしか得られない，アクチュアルな学びだと思う。
それこそが真のアクティブ・ラーニングだと確信してい
る。佐野（１９８０）は，児童像とか子ども像とか子どもを
像できめつけることを批判し，「子どもそのもの」を観る
ためには，「子ども観」が大切だと強調する。詫摩（１９８１）
も「おとなが考えている子どもの世界と，子どもが生活
している実際の子どもの世界の違いを，いろいろな角度
から眺め，ありのままの姿をつまむ」ことが大切だとい
う。これらは，子どもを先入観や価値観で見ることへの
警告だといえる。
　これから先も学生たちは，ふれあい実習や教育実習，
ボランティア活動やアルバイト先など，大学を卒業する
までに何度も多くの子どもたちと出会うだろう。その度
ごとに子ども観は変化し続けるものだと思う。このよう
な変化は子ども観の幅を広げ，先入観や固定観念によら
ない，多様な子どもの見方を可能にしているのではない
だろうか。子どもと触れ合うことは，教員の資質として
の人間性とかかわりの深いだいじな経験だと考える。子
どもたちにアクティブ・ラーニングを教えるためにも，
学生自らがアクティブ・ラーナーになることを期待して
いる。
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